
100419　高速カウンタによるACモータ制御

○DCモータ

○ACモータ ・非同期モータ

単相誘導電動機

＞インダクションモータ

一方向に連続して運転する用途に最適

＞レバーシブルモータ（実習）

正転逆転を頻繁に繰り返す用途に最適

・同期モータ

＞リアクションシンクロナスモータ

電源周波数に同期した回転速度で回転します

Ｎｓ＝１２０＊ｆ／Ｐ＝１５００ h/min
Ｐ：４極

ｆ：５０Ｈｚ

＞トルクモータ

低速および拘束時での安定した運転が得られる

低速ほどトルクが大きい

○課題

※キープ用　→ 停電前の状態を保持

○練習１

・Ｘ１０を押す

・正転で５秒間回転する



・２秒間停止

・逆転で５秒間回転する

・Ｘ１１で非常停止

・ＥＮＤ

○エンコーダ

Ｅ６Ｂ２－ＣＷＺ６Ｃ

・５Ｖ～２４Ｖ

・分解能 ３６０ P/R
Ａ相 360P/R
Ｂ相　　360P/R
Ｚ相　　  1P/R

・許容最高回転数 ６０００ h/min　⇒　１００ h/s
・最大パルス １００＊３６０＝３６０００Ｐ/Ｒ

Ａ相

Ｔ

Ｔ＝1/36000[s]=1/36[ms]

1 １相１計数入力 Ｃ２３７ Ｘ００２（Ｚ相）

2 １相２計数入力

3 ２相２計数入力 Ｃ２５１ Ｘ０００（Ａ相）　Ｘ００ 1（Ｂ相）

○高速カウンタ応用命令

①ＤＨＳＣＳ（比較セット）

ＤＨＳＣＳ　Ｓ１　Ｓ２　Ｄ

Ｓ１：比較値

Ｓ２：比較元



Ｄ　：出力先

条件が正のとき演算周期と無関係にＳＥＴ

②ＤＨＳＣＲ（比較リセット）

ＤＨＳＣＳ　Ｓ１　Ｓ２　Ｄ

Ｓ１：比較値

Ｓ２：比較元

Ｄ　：出力先

条件が正のとき演算周期と無関係にリセット

○高速カウンタ割り込み

ＤＨＳＣＳ比較セット命令と併用して、条件が正のときに割り込みルーチンを実行します

[EI] ：割り込み許可

[FEND] ：メインルーチン終了

割り込みポインタ：Ｉ１０・Ｉ２０・Ｉ３０・Ｉ４０・Ｉ５０・Ｉ６０

[IRET]　：サブルーチン終了

○積算タイマ １００ｍｓ Ｔ２５０～Ｔ２５５

リセットがされない限り、タイマ値が積算される


